
臨界期をふまえた子育ての適切な時期 ① ②
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「妊娠の不定」「悲観」などのストレスや「過度のダイエット」を避ける
毒物、ホルモン物質、アルコール、ニコチンの摂取を控える

「脳の爆発的な成長」により大脳皮質の神経細胞数が約１２００
億にホルモンの効果により「男脳」「女脳」の分化が進む

大脳皮質の神経細胞数は約２００億にまで減少する

大脳皮質の神経細胞数は約１２０億にまで減少する

「適切な刺激」の多寡によりシナプスの基本構造が決定される

シナプス数ひじょうにゆるやかに減少（２０歳ぐらいまで）

親子で幼児語を反復し、ミラー　ニューロンを活性化させる

ミラー　ニューロン回路の発達が決定されるため、両親の
関わりが非常に重要に

脳の基本構造「生き残る」の決定

脳の基本構造に入れる「ニューロン・ネットワーク」の決定

コミュニケーション不足は最大の犯罪。「放置」しないこと

「真似ることの技量」を育成する

親は「後悔しないこと」

教育環境により脳の基本構造が決まる

「正しい日本語」の習得
「天才児教育」の開始
親の真似をさせることで「社会的なマナー」を身体に刷り込む

基礎を押さえて「将来の伸び幅」を作る

視力の臨界期

HQ（人間性知性）の臨界期

「論理的能力」「主なスポーツ能力」の臨界期

「言語能力」の臨界期

「前期バイリンガル」準備期 「前期バイリンガル」臨界期

「後期バイリンガル」熟達期

「音楽の天才教育」開始

「絶対音感」臨界期

「碁、将棋、特殊なスポーツなどの天才教育」開始

「ゴルフ、将棋などの天才」臨界期

「努力が可能な脳の構造か、否か」が決定される
「読み・書き・そろばん」「暗記」「リズムのいい文章を読むこと」を
徹底的に自然物への興味や偏執的な趣味の発生　「全能感」を持たせ
すぎないこと

やる気があればリスニング、スピーキング等「英語学習」の開始を

「論理的な思考能力」を伸ばすため「読解力」「速読力」を

反抗期の開始
「社会の裏表」「うまい嘘のつき方」を無意識下に刷り込む

「本当の英語力」のために「構文・文法」を学ばせる

集団の中で自分の位置をつかませる


